




















































































































































































































































































Xfm gin yQ併 pfmguei pe chi cum, lh su tien chi chim, xeu n chi chfm, ye hao pu keむju

























parere rationi, & servire uelo、かの精霊どもに（し、わんや人間たちに）へつらうべき
















すことは、信ずべきことだからである estenim credibile, quod supremum crelum in 















創造と愛護という職務を停止することはない nunquam凶nendesistunt ab oficio suo 
proぽe祖 d訂um& fovendarum rerum per infl回 ussuos。同様に知者は、たとえ困難で不
運なときであっても、つねに人類のために尽力するのである。下はつねに自らの同胞
を憐欄し、上は不断に侵すべからざる天の命令と意向を畏敬するのである」 （『中国





















































































































波哲学』第5号、 19 9 4）参照。
(2）前掲拙稿においては張居正における朱子学の明代的変容について、 『中庸直解』の鬼
神論を中心に論じた。本稿では『論語直解』を中心に天について論ずる。









(6）テキストには ProsperIntorcetta, Herd住icht,Rougemont, Couplet, 白百戸cius,Sinarnm 
Philosophus sive Scientia Sinensis, Paris, 1687.を用いた。なお拙稿「イントルチェッタ『中
国の哲学者孔子』に関する一考察J （『中国文化論叢』 12号、 19 9 2）および「ロン
ゴ‘パルディとイントルチェッタ一中国哲学をめぐる二つの道一J（『哲学・思想、論叢J
1 1号、 19 9 3）参照。
(7）漢文原文は参考のため筆者が加えた。なお「中Jの字の音訳は“cum”となっている
が、宣教師らは通常、現代北京語の捲舌音 zh一、 chーを、 “chー ”で音写しており、お
そらくは“chum”がふさわしかろう。
(8）いわゆる典礼問題の一例である。典礼問題については、矢沢利彦『中国とキリスト教』
（近藤出版社、 19 7 7）、張沢『清代禁教的天主教』 （光啓出版社、民国81年〉参照。
(9）『新約聖書』 「マタイによる福音書J第12章、第31節参照。
(10）『中庸』における天人相関の問題については呉恰『中庸誠字的研究J（華岡出版部、
民国63年）、および市川前掲書、 14 3頁、 「中庸章句の誠」参照。
(11）筆者は前掲拙稿において、このような張居正の鬼神観が生じた理由のーっとして、万
暦帝の生母、慈聖太后の信仰に配慮したものではなし、かと推測した。さらには明王朝の宗
教政策に留意していたことも考えられるが、彼の政治史上の活動と教育行政における果断
さを見るとき、その鬼神観は単にご都合主義的なものではなく、彼においては十分内面化
されたものであったように思われる。
（し、がわ・よしっぐ 筑波大学大学院哲学・思想研究科在学〉
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